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はじめに
○交通安全白書では，ここ数年「高齢ドライバ」に関わる特集記事

平成29年

令和2年

令和3年
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はじめに
○2019年11月19日BBC NEWS JAPAN
「【ジャパン2020】 高齢ドライバーの増加、日本の取り組みは」(抜粋)

日本は、世界でも有数の効率的かつ網羅的な公共交通システムを持つことで知られる。一方で、
車両保有台数は8000万台近くと、車好きの国でもある。さらに現在、国民の5人に1人が70歳以上
という世界有数の高齢化社会に突入している。その国がいま、デリケートな問題に直面している。
国民の高齢化が進む中、どのように交通事故を防ぐのか？

--中略--

こうした安全対策にもかかわらず、高齢者に安全に運転してもらう万能の対策はない。それが最
大の問題だ。誰もが同じように年を取るわけではないし、ライフステージも人それぞれだ。世界
保健機関（WHO）で障害・リハビリ事業を担当するアラナ・オフィサー氏は、「この年齢のこの
時点でこの能力が減衰しやすい、ということは言えない」と指摘する。

さらに、高齢運転者を専門に調べるイギリスの研究機関によると、若いドライバーの方が高齢者
よりも危険な運転をするという結果も出ている。上述の日本の交通白書によると、16～19歳の運
転者による死亡事故件数は10万人あたり11.1件と、最高水準だった。また、米疾病対策センター
（CDC）は、高齢者が交通死亡事故を起こしやすいのは、高齢者の方が加齢に伴う健康問題を抱
えている確率が高いからだと指摘している。

オフィサー氏は、たとえば公共の安全を理由に何歳以上の全員から運転免許を取り上げるなど、
厳密に年齢で区切る制限策を導入した場合、それは法律による年齢差別につながりかねないと話
す。
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はじめに
○2019年11月19日BBC NEWS JAPAN
「【ジャパン2020】 高齢ドライバーの増加、日本の取り組みは」(抜粋)

警察庁の分析によると、2017年に運転免許を返納した高齢者は40万人超と、1998年にこのプログ
ラムが始まってから最多を記録した。しかし国立長寿医療研究センターの荒井秀典理事長は、免
許返納が増えていることは「良い傾向ではない」と考えている。

--中略--

効果的な変更点として、オフィサー氏は荒井氏と同じ方向性を示した。つまり、高齢ドライバー
が新しいライフステージに適応し、より長い間運転できるようにする包括的な計画だ。オフィ
サー氏は運転教育の継続に加え、首の関節炎によって左右の確認がしづらい人への作業療法、支
援技術や車の改造などを挙げている。

「ドライバーの認知能力を高めれば、安全な運転を継続できる可能性はぐっと増える」とオフィ
サー氏は説明する。例えば、運転には欠かせないマルチタスクの能力などだ。

「私たちがすべきなのは、高齢者をこういうカテゴリーに押し込めるのではなく、年を取っても
安全運転を続けられるようにするためにはどのような政策が必要なのかを見ていくことだと思
う」

どのように自動車が使われているのか？



高齢ドライバの自動車利用の実態
-DAHLIA-DBより-
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高齢ドライバの自動車利用実態 【使用したデータ】
〇名古屋大学COIのDAHLIA-DBから，50-83歳のドライバ85名のデータを使用

年齢構成

70歳未満 70-74歳 75歳以上 合計

性別 (男性/女性) 24名/19名 17名/8名 12名/5名 53名/32名

認知

MMSE (点) 28.9 27.6 27.8 28.3

TMT A (秒) 31.3 36.3 44.3 35.2

TMT B (秒) 77.8 105.0 127.1 94.9

視覚
静止視力 0.8 0.8 0.7 0.8

コントラスト感度 1.10 0.88 0.95 1.01

運転への消極性 (点) 2.1 2.3 2.3 2.2

年齢群ごとの平均値

(歳)

>
<

<

>
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高齢ドライバの自動車利用実態 【参考情報】
〇運転に対する意識に年齢による偏りはなかった
〇運転を続けたい年齢は，ドライバの年齢に依存

年齢群 参考) 認知機能※1

70歳未満 70-74歳 75歳以上 低群 高群

気がかりなこ
とがあるか

全くない 6 11 4 6 15
あまりない 16 8 5 8 21
少しある 19 5 7 2 28
大いにある 2 1 0 1 2

やめようかな
と思ったこと
があるか

何回もあった 0 0 0 0 0
少しはあった 4 1 2 1 6
全くなかった 39 24 14 16 60

何歳まで運
転を続けた
いと思うか

70歳未満 2 0 0 0 2
70-74歳 11 0 0 3 8
75-79歳 14 2 0 3 13
80-84歳 12 16 6 8 26
85-89歳 4 6 9 2 16
90歳以上 0 1 1 1 1

※1：Trail-Making Test Part A

49 % 24 % 44 % 18 % 45 %
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高齢ドライバの自動車利用実態 【走行時間帯】
⚫ ドライブレコーダの履歴記録から，運行情報を集計
〇75歳以上は11時から16時，その他の年代は10時から16時
〇季節ごとに集計してもほぼ傾向は同じ

70歳未満 70-74歳 75歳以上

※春：3-5月，夏：6-8月，秋：9-
11月，冬：12-2月
※分母は各年代のトリップ数

季節ごとに集計

午前中のピーク

午後のピーク
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高齢ドライバの自動車利用実態 【頻度】
〇1週間の自動車利用状況の比較
…75歳以上は他の年代に比べて日数と距離が少ない
…認知機能高群は低群よりもトリップ数が多く，距離が長い
…視覚機能高群は低群よりも距離，時間が長い
…消極的なドライバはそうでないドライバよりも距離が短い

○平均的な利用状況は1日7 km，19分のトリップを4回 ×5日 (/週)

年齢群 認知機能※1 視覚機能※2 運転への消極性

70歳未満 70-74歳 75歳以上 低群 高群 低群 高群 Yes No

トリップ
(回/週)

平均値 23.4 24.0 19.1 18.2 24.1 22.5 24.4 22.4 23.4

SD 10.0 8.0 10.5 6.8 9.9 9.7 9.6 9.6 9.9

日数
(日/週)

平均値 5.3 5.5 4.6 4.7 5.3 5.2 5.4 5.2 5.3

SD 1.0 1.0 1.5 1.2 1.1 1.2 1.1 1.2 1.0

距離
(km/週)

平均値 178.5 139.2 109.2 131.2 159.4 141.9 199.2 137.7 185.8

SD 82.3 70.7 48.9 66.2 80.2 69.2 94.7 74.9 76.2

時間
(分/週)

平均値 473.4 421.8 333.5 370.2 449.5 400.1 561.8 405.3 484.7

SD 269.0 260.4 169.6 177.8 268.9 211.5 356.1 263.2 228.5

頻度
(%/月)

平均値 62 66 47 52 63 60 61 59 63

SD 26 27 24 27 27 28 26 27 28

※1：Trail-Making Test Part A
※2：コントラスト感度

>

>

<

<

<

<

<
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自動車利用実態のまとめ

認知機能成績，視覚機能成績における年齢による差
- 境界となる年齢は機能によって異なる可能性

走行時間帯のピークの間隔に年齢による差が示唆
平均的に，週5日，1日の運転で往復+2か所立ち寄りまたは複
数回移動し，20～30 km程度走行
- 自動車はほぼ毎日利用され，通院や買い物などの幅広い目
的に対応

- 自動車利用状況は，年齢だけでなく，認知機能や視覚機能，
運転に対する意識によっても特徴づけられる

移動にとって自動車は重要な選択肢の一つ
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参考資料1) 年齢と利用状況 (距離)

走
行
距
離

(
k
m
)

年齢

距離：
年齢と認知機能

低群
高群

年齢

距離：
年齢と視覚機能

年齢

距離：
年齢と運転への消極性

低群
高群

Yes
No

r = -0.31 (p <.01)
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参考資料2) 年齢との組み合わせ

年齢群 70歳未満 70-74歳 75歳以上
認知機能※1 低群 (6) 高群 (37) 低群 (4) 高群 (21) 低群 (7) 高群 (8)

トリップ
(回/週)

平均値 16.3 24.6 21.3 24.5 18.1 20.5
SD 6.5 10.0 6.4 8.3 7.5 13.5

日数
(日/週)

平均値 4.4 5.4 5.5 5.5 4.5 4.6
SD 1.2 1.0 0.7 1.0 1.3 1.7

距離
(km/週)

平均値 156.2 182.1 129.6 141.0 110.8 102.6
SD 91.0 81.6 57.8 74.0 44.8 48.8

※1：Trail-Making Test Part A
※2：コントラスト感度
※3：( ) 内の数字は人数
※4：交互作用なし

年齢群 70歳未満 70-74歳 75歳以上
視覚機能※2 低群 (14) 高群 (29) 低群 (16) 高群 (9) 低群 (6) 高群 (9)

トリップ
(回/週)

平均値 21.3 24.4 24.1 23.8 17.9 20.4
SD 11.7 9.1 8.4 7.7 11.8 10.7

日数
(日/週)

平均値 4.8 5.5 5.5 5.6 4.3 4.7
SD 1.1 1.0 1.0 1.1 1.8 1.3

距離
(km/週)

平均値 148.6 193.0 139.7 138.3 109.2 104.6
SD 68.5 85.6 71.5 73.7 61.7 35.1

年齢群 70歳未満 70-74歳 75歳以上
運転への消極性 Yes (29) No (14) Yes (17) No (8) Yes (12) No (4)
トリップ
(回/週)

平均値 22.4 25.6 25.2 21.3 18.5 19.5
SD 9.4 11.1 7.4 9.1 12.1 6.0

日数
(日/週)

平均値 5.2 5.4 5.7 5.1 4.3 5.1
SD 1.1 0.8 0.8 1.3 1.5 1.2

距離
(km/週)

平均値 157.1 222.9 129.5 159.9 102.5 108.1
SD 79.9 70.7 74.7 60.7 47.6 43.0

年齢の
主効果

年齢の
主効果
年齢の
主効果

各主効
果

年齢の
主効果



高齢ドライバのための安全対策
-交通安全白書を題材に-
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高齢ドライバが関わる交通事故
○全体的に減少傾向，75歳以上，80歳以上運転者による死亡事故件数は他の
年代よりも多い
〇令和3年第11次交通安全基本計画にも「高齢運転者の安全対策」が含まれる

(令和4年道路の交通に関する統計)
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これまでの高齢運転者の安全対策
○道路交通法の改正により，たびたび高齢運転者対策の充実・強化

(令和2年警察白書)令和2年改正

(義務化)

高齢運転者標識75歳以上義務化

症状に関する質問制度，医師の任意届出制度
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「交通安全白書」での取り扱い
○平成9年版に「 3 高齢者の交通事故の状況とその対策」として交通事故状
況や安全対策，今後の方向性が記載
〇平成10年版，11年版は「若者の交通事故」が特集
〇平成14年版から「高齢運転者対策の充実」が毎年記載

平成14年版 平成15年版
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「交通安全白書」での取り扱い
○平成18年版の「高齢運転者対策の充実」から「申請による運転免許の取消
し等」の記載
〇平成20年版以降，「高齢運転者対策の充実」に認知機能検査に関する記載
〇平成26年版で，交通事故死者数の減少率縮小の背景に「高齢者人口の増
加」などを指摘
〇平成29年版「高齢者に係る交通事故防止」が特集

平成30年版 令和元年版
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「交通安全白書」での取り扱い
○平成30年版から「高齢運転者標識」に関する記載が削除，代わりに「安全
運転サポート車の普及啓発」が記載
〇令和2年版の特集「未就学児等及び高齢運転者の交通安全緊急対策につい
て」において，「運転技能検査」や「限定条件免許証」に関する検討状況
が記載

令和2年版平成30年版
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「交通安全白書」での取り扱い
○令和2年版，3年版は「子どもと高齢者」，令和4年版は「子どもの交通事故
と飲酒運転」
〇令和4年版に道路交通法改正による高齢者講習の変更内容が記載

令和2年版令和2年版 令和4年版
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最近の高齢ドライバ関連の道路交通法改正の経緯
○令和2年改正道路交通法成立、令和4年施行

(令和4年交通安全白書)
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最近の高齢ドライバ関連の道路交通法改正の経緯
○令和2年改正道路交通法成立、令和4年施行

(令和4年交通安全白書)
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現在の高齢ドライバの運転免許証更新手続き
○これまでの高齢者講習…認知機能検査の結果により2時間コース (合理化) 
と3時間コース (高度化) に分かれる
〇改正後の高齢者講習…一律2時間コース，ただし運転技能検査対象者は実車
指導免除 (1時間コース)

(令和4年警察白書)

運転免許更新時に，
認知機能検査→認知機能
運転適性検査→視覚機能
実車指導 →運転技能
を確認

総合的にみて
どう判断する？



研究紹介
-機能や意識からの危険事象 (急減速事例: RDE) の発
生可能性の推定-
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事故に至る可能性のある事例：RDE
○さまざまな変数を用いて，運転を評価
急減速事例 (Rapid Deceleration Events: RDE) の発生可能性を推定

運転

視覚機能

認知機能

運転に対する
意識・態度

運転環境

RDEを指標と
して評価
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事故に至る可能性のある事例：RDE
○急減速事例 (Rapid Deceleration Events: RDE)
急激な加速度変化が生じた事例
回避行動が失敗すると対象物と接触 (事故) する可能性がある事例

番外編

たとえば，ドライブレコーダで「イベント記録」として検出

✓ 対象物を発見
✓ 行動を決定
✓ 車両を制御
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RDEに関わる変数の探索とその推定
〇分析方法
構造解析…あらかじめ変数間の関係性を示した構造を仮定，モデルを検
討することでRDEと各変数との位置関係を把握
確率推論…得られた構造からRDEの発生可能性 (多い・少ない) の確率を
推論し，RDEの発生に関わる状況を分析

仮定した構造 信号交差点，一時停止標
識のある交差点，標識の
無い交差点など場面ごと

「悪条件回避」「情報獲
得制限」などの対処行動
「消極性」「心配性傾
向」などの運転スタイル

MMSE，ワーキングメ
モリ，プランニング

静止視力，動体視
力，夜間視力，コ
ントラスト感度

TMT，注意機能

走行距離
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RDEに関わる変数の探索とその推定：構造解析の結果

全件
信号のあ
る交差点

一時停止
標識のあ
る交差点

その他交
差点

交差点以
外

TMT_B
対処 (道路環境
からの情報獲得
をしない)

スタイル (運転
に対する消極性)

MMSE

夜間視力

年齢 交差点数

RDE (目的変数)

認知機能認知機能 意識 意識

視覚機能

個人属性 地域の特徴
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RDEに関わる変数の探索とその推定

こんな機能的，意識的特徴を持っているドライバは，
⇒RDEが 多い・少ない 傾向がある

 RDEが 多い・少ない ドライバは，
⇒こんな機能的，意識的特徴がある

機能や意識から運転傾向を推論

運転傾向からドライバの特徴を把握
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RDEの発生可能性の推定の使いどころ
○たとえば，高齢ドライバの運転免許証更新手続きにおいて
運転適性検査の一環として
実車指導の一環として (指導のための材料の一つ)
機能などを総合した運転の傾向を提示

(令和4年警察白書)

認知機能検査

電子端末による簡易検査
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おわりに
○「高齢者」の定義

(令和4年高齢社会白書)
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おわりに
○交通安全白書における高齢 (運転) 者
「高齢者」は65歳以上，交通事故状況を65歳以上ではまとめるのは難しい

(令和4年交通安全白書)

(平成29年交通安全白書)
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おわりに

「高齢運転者」は同じような機能的，運転的傾向をもつ
…同じ傾向をもつ集団

「高齢運転者」はさまざまな機能的，運転的傾向を含む
…多様な傾向をもつ集団

または，
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